されて いようと も、 また、 小 ざ かしく 虚無 を 真似て 自 

かが- 0- 

分から その 泉の 小さい 燦 きに 目 を そむけて いようと 

も、 やっぱり よく 生きたい、 という 願望の 実在 は 消さ 

t な レ 

よく 生きたい という 女の 希望の 面 は 多様 だが、 今日、 

若い 世代に 一番 共通な の は、 どうかして 自分た ち 女が、 

実にい い 愉しい 妻で あり、 母であって、 同時に 自分 自 

身の 生活と いう もの も 持って ゆきたい という 要望で は 

ないだ ろうか。 女で あるから 男 を 愛する 自然 さも わ 

かってい る。 愛した ものが 互に 生活 を 最も 密接 させた 

くて、 結婚す る 必然の 動き も わかって いる。 愛する も 



のとの 間に 子供 を もつ の は どんなに うれしい こと だろ 

う。 けれども、 それらす ベての うれしい ことが、 女の 

今日の 生活の 現実で は 女が 自分 を みんな その 生活の た 

めに 献げ つくして しまわなければ 獲られな いもの だと 

すると、 若い 女性の 心に は 何 かしら 抵抗が 生じる と 思 

う。 何 かしら 漠然とした 悲しみと 不安と 躊躇が 生じる。 

果してそう しか 女と して 生きる 方法 はあり 得ない の だ 

ろうか、 と。 

パ— ル. バックの 「この 誇ら かな 心」 という 小説 は、 

生活の 現実と してそう いう 課題 を 感じて いる 今日の 日 

本の 読者に どんな 感銘 を 与えて いるだろう か。 



作者が この 一 篇の女 主人公と して 描き出し ている 

ス ー ザ ン. ゲイ 口 ー ドは、 女の なかの 女 ともいうべき 

豊饒な、 生活力に 満ちた、 彫刻の 才能に めぐまれた 一 

人の 若い 女性で ある。 世界で 一番い い 妻に なって、 一 

番 いい 母に なって、 そして 石 や 青銅で 美しい 像 をつ 

くって、 世界の 果 まで 旅行して、 ああ 私 はありと あら 

ゆる ことが してみたい という 溢れる ような 彼女の 性格 

は、 その 土台が 真摯な、 ひたむきな 素朴 さ、 純粋 さに 

おかれて いて、 どことなく ほかの 女と ちがった 女と み 

られ ている。 

地方の 大学の 老 教授で、 家庭生活 では 気づよ い 実際 



ス ー ザンは そのたび にどん なに 体 じゅうで 彼の その 気 

持 を 忘れさせ、 彼の ものである 自分 を 納得 させようと 

しただろう。 彫刻の 教師で ある ディ ヴ イツ ド . バ ー ン 

スが 彫刻 修業の ため パリに 行けと 云っても、 ス ー は 良 

人 や 子供た ちと はなれて は 充実し ない 自分の 生活 感情 

を はっきり 知っていて、 その 誘いに 応じなかった。 

ス— ザン は、 自然で ゆたかな 一 人の 女と して、 愛す 

る 良人の マ— ク なしで 生きて ゆけ る 自分 だと は 思 つ て 

いなかった。 彼女 は 彼な しに 生きて ゆく こと は 出来な 

いの だ。 けれども、 彼 だけで は 満足 出来ない。 子供 だ 

けで も、 家 だけで も、 両親 だけで も、 町 だけで も、 彼 



出した ス ー ザンの 手元 を 見て、 何と 云ったろう。 女、 

女、 ああ 何とい うこと だ。 これが 女に 生れようと は！ 

バ ー ンス はそう 云って 呻いた。 

パ ール- バック は、 地の 底へまで も徹 るよう な 呻吟 

を もって、 これらの 言葉 を 表現して いるので ある。 

女に 生れた という こと は、 パリで ブレ— ク- キン ネ— 

アドと、 ス ー ザ ンとを 再び 結び あわす 必然 を もたらし 

た。 ブレ— クは、 近代 派の 彫塑 家で、 きわめて 富裕な 

大理石 商の 息子で ある。 ブレ— クに とって は、 ス ー ザ 

ンが 偉大な 彫刻家で あるかな いかが 興味ではなかった。 

彼が これまで 知らなかった 女性と しての 深く 大きい 生 



で、 ジョ— ゼフ. ハ ー トが 彼女の 作品の 二つ を メトロ 

ポリ タン 美術館に 入れたい と 申出た の も、 作品の 本質 

がーつ 一 つきり はなせな いもの だとい うこと と、 まだ 

あと 八つ こしらえなければ 完成して いない ことで、 

待って 貰おうと おだやかに 希望す る。 ス— ザン は、 そ 

の 展覧会 を 契機と して、 いろいろな 人の いろいろな 評 

言から、 自分の 芸術が まだ 自分の つたえた いと 思う も 

の を それなり 十分 観る ものに つたえる だけ 完成して い 

ない こと を も 学んだ のであった。 彫刻 をして ゆく 過程 

に 自分が 深い 深い よろこび を 感じて いると いう だけで 

は、 芸術家と して 自分が まだ 稚ぃ ものであった こと を 



意味 ふかく 経験の 一 つと してつみ 重ねられて ゆく。 ど 

んな 小さい 経験 も それ を 精魂 こめて 経験した ものに 

とって は、 ただ 消えて ゆく ことで はない ので ある。 

ス ー ザン は、 そこに 自分の 命 を 貫いて 脈々 と 世代 を 重 

ねて ゆく 人類の 命の 本質 を 感じる のであった。 

「この 誇ら かな 心」 のス ー ザンを このような 女性と し 

て 描きながら、 パ— ル. バック はこの 一 篇の 小説の な 

かに、 自身の 芸術にたい しての 見解の 一部 も 述べて い 

るので ある。 

私たちの 心に は、 自分の 生活と いう もの を はっきり 

摑んで 生きて ゆきたい という、 やみがたい 希望が ある 



というの が ある。 この 母の 時代の 姿で あらわされ てい 

る アメリカの 女の 強靭な 生活力が、 次の 世代で ある 娘 

の 時代の 姿と して 「この 誇ら かな 心」 となって 表現 さ 

れ てきて いる こと は、 非常に 興味深い ことで ある。 

パ ール- バック は、 「母の 肖像」 で 豊富な 生活力が 自然 

の 豊か さその ままの 活力と 現実性と であ ふれ 動く 姿と 

して 母の 生涯 を 描いた と同じように、 世代の 動きに 

よって ス— ザン により ひろい 知的な 領域と 芸術の 天分 

と を もたらした。 そして、 やはり、 判断と 行動との 原 

動力 を、 常に 「どうしてもし なければ ならない という 

感じ、 その 感じに 押出されて 歩く」 ものと して 捕えて 



いると ころも、 私たちに さまざま のこと を 考えさせる _ 

ス— ザンの 心の 波 は 慎重に 誠意 を もつ て たどられて 

おり、 作者 は、 ス ー ザンの 雄々 しく 美しい 生活 態度 を 

描いて そこから 人類の 命 を つらぬく 積極的な 生活力 を 

暗示して いる。 けれども、 今日 ス— ザンが 経つつ ある 

沢山の 苦しみ や 悲しみ は、 ほかならぬ その 経験 を 彼女 

が ひるまず 自分の 生活で うち つらぬいて 生きて ゆく そ 

のこと で、 やがて は 歴史の 次の 世代の 新しい ものの 考 

え かたにまで 押出されて ゆく 社会的な 性質 を もってい 

る ものである ことまで は、 暗示され ていない のが、 こ 

の 共感 ふかい 作品の 遺憾な ところ だと 思う。 



ど 女 も 社会 関係の 中での 制約から 解かれる まで、 これ 

から も 永い 年月 叫びく りかえ されて 行かなければ なら 

ない というの は、 何と 切なく また 意味 ふかい こと だろ 

う。 「この 誇ら かな 心」 を 読む と、 アメリカの 社会が、 

女に ここまで つよく 生きさせる 可能 を 与えて いる 一 方 

に、 なおこの ような 小説 をパ ー ル. バックに さえ かか 

せる ような 女と しての 苦悩の 要因 を ふくんだ 習俗に お 

さえられ ている 社会で ある こと、 女に 生れた こと をく 

や む 言 葉が 女への 讃歎 として 男の 唇から 洩 される よう 

なお くれた 社会で ある こと を、 新しい おどろきと とも 

に 思い かえす ので ある。 そして、 女らしい とか 女らし 



くないと か いう 通俗の めやすから 苦しみ を 感じさせら 

れ ている 私たち 日本の 女の 経てい る 現在の 段階に も 思 

いが ひそめられる。 

「この 心の 誇り」 という 題で (実業之日本 社、 定価 一 

円 五十 銭) 鶴 見 和 子 氏が パ— ル • バックの この 作品の 

抄訳 を 出して いる。 パ— ル. バックに 会って、 芸術家 

としての 彼女の 真摯な 態度に うたれ たこの 若い 日本の 

淑女 は、 作品の 訳者と して 或る 意味で は ふさわしい 人 

であったろう。 抄訳で ある こと は 残念 だと 思う。 生活 

に 追われて いない 令嬢の 一人と して、 せめて、 根気よ 

く 完訳され たらよ かった と 思う。 それから、 序文の な 
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